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論文内容の要旨

本論文は，プログラムの複雑度尺度に関する研究をまとめたものであるO ソフトウェアの複雑度はソ

フトウェアを客観的で、かっ定量的に評価するための有用な尺度である O ソフトウェアの複雑度はソフト

ウェア・ライフサイクルの各段階において，有効に利用できる O また，ソフトウェアの詳細設計段階で，

測定された複雑度は プログラムの作成やテストの時に必要な工数を予測するのにも用いることができ

る O プログラムから直接測定された複雑度は プログラムのテスト過程で発見できるパグの修正とプロ

グラムの変形に必要な工数を予測するのにも用いることができるO

本論文では，ソフトウェアの特性を客観的に，定量的に表せる 2 元複合尺度を提案している。また，

プログラムに対する構造率の精度をより正確に示すために 2 元複合尺度による構造度尺度も提案して

いる。

また，フ。ログラム内の制御フロー情報だけでなくデータフロー情報をも反映することによって，従来

の尺度より正確にソフトウェアの複雑度を測定できる尺度とこれを計算するアルゴリズムを提案している O

なお，近年のモジュール化フ。ログラミング手法に対応してモジュール化プログラムの複雑度に影響を

与えるいくつかの要素を考慮した尺度を提案している。

最後に，オブジェクト指向言語を用いて作成されたソフトウェアのためのふたつの品質評価基準を提

案している。なお，オブジェクト指向言語の例として C++を取り上げ， C++のクラスの特性と提案

する評価基準がクラスにどのように適用されるかを考察し，その結果を分析しているO
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論文審査の結果の要旨

本論文は，プログラムの複雑度尺度に関する研究をまとめたものであるO

プログラムの複雑度尺度はフ。ログラムを客観的でかつ定量的に評価するための尺度である O プログラ

ムの複雑度はソフトウェア・ライフサイクルの各段階において，有効に利用できるO たとえば，ソフト

ウェアの詳細設計段階で測定された複雑度は，フ。ログラムの作成やテストの時に必要な工数を予測する

のにも用いることができるO フ。ログラムから直接測定された複雑度は，フ。ログラムのテスト過程で発見

できるパグの修正とプログラムの変形に必要な工数を予測するのにも用いることができるO

本論文では，第 1 に，フ。ログラムの特性を客観的に，定量的に表すことができる 2 元複合尺度を提案

している O また，プログラムに対する構造率の精度をより正確に示すために， 2 元複合尺度による構造

度尺度も提案しているO なお，提案尺度の妥当性を立証するために，実際に使われているサンプルプロ

グラムに対して適用し，従来の尺度との相関関係を分析している O

第 2 に，プログラム内の制御フロー情報だけでなくデータフロー情報をも反映することによって，従

来の尺度より正確にプログラムの複雑度を測定できる尺度D とこれを計算するアルゴリズムを提案して

いるO また，サンプルプログラムに対する提案尺度による測定値と従来の代表的な尺度による測定値を

比較しその相関関係を分析しているO

第 3 に，近年のモジュール化プログラミング手法に対応してモジュール化フ。ログラムの複雑度に影響

を与えるいくつかの要素を考慮した尺度MCMを提案している o MCMは，その内に前述のDを含んで

いる O また， MCMと従来の代表的な尺度との評価値を比較し，その相関関係を統計処理を用いて分析

することによって提案尺度は従来の尺度が持つ'性質を保ちながら，プログラムの複雑度をより詳細に

評価できることを示している。

最後に，オブジェクト指向プログラムに適した新しいふたつの品質評価基準を提案しているO ひとつ

は，オブジェクト指向言語の構成要素であるクラスをモジュールと考え，そのモジュール強度を無強度，

中間強度，理想的強度に区分し，分類できる評価基準である O また，クラス間の継承関係による統合度

を無結合度，隠れた結合度，部分結合度，開いている結合度に区分し，より適切に分類できる評価基準

を提案している。なお オブジェクト指向言語の例としてC++を取り上げ，その適用結果を分析して

いる。

すなわち，本研究は，従来の尺度より正確にプログラムの複雑度を測定できる尺度を提案し，その有

効性を示したもので，プログラムの複雑度尺度と品質評価に大きく貢献するものであり，博士論文とし

て価値あるものと認めるO




